
令和８年度 宮城県 英語教育改善プラン

様式１：小学校

目標

外国語教育の学習過程に着目させ、言語活動の質を高める授業改善を推進することで、

児童が「楽しい」「できる」を実感する授業の実現につなげ、児童の英語力向上を図る。

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が必

要であり、R8年度に重点的に取

り組む点について、明瞭かつ具体

的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、学

校訪問や研修会等で見られた状

況を参考にする等して必ずいずれ

かとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は記

載してください（必ずしも記載す

る必要はございません。）。英語

教育実施状況調査等の結果に

ついては必ずしもR7年度のデータ

である必要はなく、R6年度以前

のデータを参考値として記載する

ことも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点につい

ては、必ずしも施策・事業に結び

つける必要はございませんが、更な

る取組の充実のために施策・事業

を行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

• 小学校英語専科指導に係る加

配定数を活用する場合は、一定

の英語力を有する小学校教師の

新規採用に係る取組を必ず記載

すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

こちらのシートには「小学校外

国語教育（小中高連携を

含む）」に関する英語教育改

善プランを記載してください。

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

「みやぎの英語教育推進委員会(AIM-C)」において推進計画を策定
（参考URL: https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/koukyou/kyo-eigo.html）

①❶❷学校訪問による伴走支援
教育事務所ごとに指導主事が授業参観し、指導助言を行う。単

元構想から授業づくりに関わり、伴走しながら教員の授業改善を図る。

①②❷課題を明確にした研修会の実施
小学校英語専科教員を対象とした外国語指導力向上研修会

（年２回悉皆）を実施し、「外国語教育の学習過程」に着目させ、
特に言語面、内容面で児童自らの学習のまとめと振り返りについての
理解を深める。

①❶ALTの参画とICTの活用
県ALT-PAによるALTとの効果的なTTについての動画や評価等に

おけるICT活用の実践事例を、オンデマンド研修やEnglish Salon
（教師の勉強会）、県HP等で広く周知する。

②❷小学校英語専科指導に係る加配定数の活用
県として教科担任（英語）73名、非常勤講師（英語）4名を加

配定数として定めている。また、新規採用については中学校又は高等
学校の英語の教員免許を持った受験者を「一定の英語力を有する
者」として定義し、令和8年度は新規採用者183人のうち17人（全
体の9.３%）が該当する。

①研修や学校訪問において「言語活
動を通して指導すること」を重点にした
ことで、多くの学校において言語活動
の実践が充実し、児童の英語学習に
対する意欲や意識の向上につながっ
たと考えられる。

②外国語専科教員の悉皆での研修
会において、パフォーマンステストの実
践を持ち寄り、評価基準や評価方法
等を協議したことで、理解が深まり、
実施状況が改善されたと思われる。

①児童の意識の変容が見ら
れる。
「英語の勉強は好きだ」
R5:66.9%⇒R6:67.2%
「英語の勉強は大切だ」
R5:88.4%⇒R6:89.0% 

(R6全国学力・学習状況調査)

②パフォーマンステストを実施
している割合が増加
R5 94.8%⇒R7 97.7%
(R5英語教育実施状況調査
 R7県教育課程の実施状況等調査)

❶学習内容の理解に自信の
ない児童が３割弱存在する。
「英語の授業の内容はよく分
かる」 77.3%
(R6全国学力・学習状況調査)

❷授業中50%以上の時間、
児童の英語による言語活動
を行っている学校の割合が、
100%に満たない。
R5:93.3%⇒R7:93.8%
(R5英語教育実施状況調査
 R7県教育課程の実施状況等調査)

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力
(専科教員含む)

言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

❶理解を定着させるための振り返り
や、児童が「できた」を実感できる個
へのフィードバックが不足していると考
えられる。

❷授業中に言語活動の時間を確
保しようとする意識は定着している。
しかし、実際には活動前の説明やリ
ピート練習、言語活動の準備等に
時間を費やす傾向があり、児童が
英語を使う時間が不足していること
が、伸び悩みの一因と考えられる 。

✓ ✓ ✓ ✓ ✓



令和８年度 宮城県 英語教育改善プラン

様式１：中学校

目標

外国語教育の学習過程に着目させ、指導と評価の一体化を推進することで、生徒が

「できる」「分かる」を実感する授業の実現につなげ、生徒の英語力向上を図る。
○CEFR A1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合（R7：44.1％⇒R8：50.0％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶パフォーマンステスト等の評価が「でき
ないところ」を探す減点法に偏り、生徒
の「できる（A1レベル）」を正当に評価
できていない可能性がある。
❷スピーキングとライティングのパフォーマ
ンステストの実施方法や評価における
理解が不十分で、実施に不安を感じて
いると考えられる。
❸授業内で読むことの活動は行われて
いるが、家庭学習等での自律的な「読
み」の習慣が定着しておらず、長文読
解や語彙定着に必要な「多読・多聴」
が不足している。

「みやぎの英語教育推進委員会(AIM-C)」において推進計画を策定
①②④❶❷学校訪問による伴走支援

教育事務所ごとに指導主事が授業参観し、指導助言を行う。単元構想
から授業づくりに関わり、伴走しながら教員の授業改善を図る。
①②③❶❷課題を明確にした研修会の実施
中学校英語教員を対象とした外国語指導力向上研修会（年２回悉

皆）を実施し、全国学力・学習状況調査や英検IBAの分析結果を教師に
フィードバックし、課題を共有する。課題に対する改善策を提案するとともにパ
フォーマンステストにおいて「CAN-DOリスト」を活用し、加点法による評価や
ルーブリックの改善等、評価方法の見直しを図る。
②❷❸ALTの参画とICTの活用

県ALT-PAによるALTとの効果的なTTについての動画や評価等における
ICT活用の実践事例を、オンデマンド研修やEnglish Salon（教師の勉強
会）、県HP等で広く周知する。
➃❸英検IBAを活用した実態把握
全県中学２年生を対象に英検IBAを実施。生徒の英語学習の動機づけ

を図るとともに、各校の生徒の英語力を客観的に把握し授業改善に生かす。
④❸ 自立した学習者の育成に向けた生徒支援
『Miyagi English Library』の活用
県教委で作成した自主学習教材を、生徒自ら家庭学習等で活用できる

よう生徒用チラシを配布し、英語学習への動機付けを図る。また、読み物教
材（ALT Journal）に音声を付けることで、読むこと、書くことに加え、聞くこ
との領域も学習できるようにする。
（参考URL: https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/gikyou/english-l.html）

①研修や学校訪問において「言語活
動を通して指導すること」を重点としたこ
とで、授業スタイルの転換が定着した。
②研修等において教師が英語で授業
を行うことと生徒の英語力に相関がある
ことを学び、授業改善が図られた。
③外部試験受検の奨励、「教師の英
語力・指導力の向上のための実践的オ
ンライン研修」伝講により、教員自身の
学ぶ意欲が向上した。
④教師の授業改善が図られたことで生
徒の聞くことの力の向上につながった。

①授業中50%以上の時間、生徒
の英語による言語活動を行っている
学校の割合が上昇
  R5:62.5%⇒R7:93.7%
②授業中の発話の50％以上を英
語で行った学校の割合が上昇
  R5:48.8%⇒R7:84.9%
 (R5英語教育実施状況調査

R7県教育課程の実施状況等調査)

③CEFR B2レベル相当以上の英
語力を有する英語担当教員の割
合が上昇(英語教育実施状況調査)

  R6:36.5%⇒R7:48.1％
④英検IBAの平均スコアが上昇
  R6:588.4⇒R7:602.1

❶CEFR A1レベル相当以上の英
語力を有する生徒の割合が県の
目標値50%に届かない。
R6:44.9%⇒R7:44.1%

❷パフォーマンステストを実施してい
る割合が減少
  R5 85.8%⇒R7 81.0%
 (R5英語教育実施状況調査

R7県教育課程の実施状況等調査)

❸英検IBAの読解の正答率が全
テスト(A～F)において、他の領域
より正答率が低く、読むことに課題
がある。
(R7英検IBA【聞く・読む】)

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（R7）、

目標（R8）を必ず記載すること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が

必要であり、R8年度に重点的に

取り組む点について、明瞭かつ具

体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、R6

全国学調の結果等を踏まえ、必

ずいずれかとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は、

可能な限り昨年度からの進捗が

分かる形で記載してください。英

語教育実施状況調査等の結果

については必ずしもR7年度のデー

タである必要はなく、R6年度以

前のデータを参考値として記載す

ることも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点につい

ては、必ずしも施策・事業に結び

つける必要はございませんが、更な

る取組の充実のために施策・事業

を行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

こちらのシートには「中学校外

国語教育（小中高連携を

含む）」に関する英語教育改

善プランを記載してください。

✓✓ ✓ ✓ ✓



令和８年度 宮城県 英語教育改善プラン

様式１：高等学校

目標

外国語教育の学習過程に着目し、指導と評価の一体化を更に推進することで、生徒が

「できる」「分かる」を実感する授業を実現し、生徒の英語力向上を図る。
○CEFR A2/B1レベル相当以上の英語力を取得又は有すると思われる生徒の割合

（R7： A2以上 47.8％、B1以上 20.1％⇒R8： A2以上 57％、B1以上 27％）

改
善
が
進
ん
だ
点

未
だ
改
善
が
必
要
な
点

３．目標を達成するための施策・事業２．要因分析１．目標に対する現状

❶外部試験を受験する生徒が少な
いため、４技能の英語力を客観的に
測定することに学校が苦慮していると
考えられる。
❷授業中の教師と生徒の間でのやり
とりが不足していると考える。
❸生徒の英語を言語面・内容面か
ら改善するための教師からのフィード
バックが十分機能していないのではな
いかと考える。

①各学校１名悉皆で英語の発信力
を高めるための授業研究ワークショップ
研修を年１回（２日連続）実施し、
教師の学ぶ意欲が高まったと考えられ
る。
②オンライン会議システムを効果的に
活用し、異校種間での意見交換や
情報共有が活発になってきたと考えら
れる。
③パフォーマンステストでICT機器を
効果的に活用する学校が増加したと
考えられる。

①CEFR C1レベル相当以上を
取得している教師の割合増加
(R6:18.2%→R7:23.1％)

②小・中・高連携の取組が深ま
り、県内の学校で共有できる成
果物の作成に取り組んでいる。

③授業におけるICT機器の活
用の推進
（「発話や発音などの録音・録
画」を実施した学校の割合:
R7:75%）

❶生徒の英語力（CEFR 
A2/B1レベル相当以上）が
目標に達していない。
(A2以上:R7:47.8%)
(B1以上:R7:20.1%)

❷教師の授業中の英語による
発話が少ない。
(R6:32.3%→R7:33.8%)

❸言語活動を中心に据えた学
習過程を改善・充実させるため
の授業改善の推進

こちらはひな型ですので、

記載や枠の大きさは自由に変

更してください。

目標について

• 改善の方向性がわかる明瞭かつ

具体的な目標を立てること。

• 生徒の英語力の現状（R7）、

目標（R8）を必ず記載すること。

• 特に重点的に取り組む点をチェッ

クリストから選択し、□内に✓を

記入すること（複数選択可）。

１．目標に対する現状について

• 改善が進んだ点／未だ改善が必

要であり、令和8年度に重点的に

取り組む点について、明瞭かつ具

体的に記載すること。

• 「言語活動に関すること」は、必

ずいずれかとして記載すること。

• 定量的なデータがある場合は、

可能な限り昨年度からの進捗が

分かる形で記載してください。英

語教育実施状況調査等の結果

については必ずしもR7年度のデー

タである必要はなく、R6年度以

前のデータを参考値として記載す

ることも考えられます。

２．要因分析について

• 改善が進んだ／進まなかった要因

をそれぞれ明瞭かつ具体的に記

載すること。

作成する時は、既に入ってい

る説明書きはすべて削除し、

番号のみ（①②❶❷等）残

してください。

【〇〇都道府県／〇〇市】

→ご自身の都道府県名・指

定都市名に修正してください。

３．目標を達成するための施策・事

業について

• 改善が進んだ／進まなかった要

因を踏まえ、目標を達成するため

に、どのような施策・事業を実施す

るのか、明瞭かつ具体的に記載す

ること。（改善が進んだ点について

は、必ずしも施策・事業に結びつ

ける必要はございませんが、更なる

取組の充実のために施策・事業を

行うことも考えられます。）

• 施策・事業に関する参考URLや

二次元コードを掲載すること。

• 特にグローバルに活躍することが
期待される層の拡充のための取
組については、必ず記載してくださ
い。

指導と評価の一体化
(パフォーマンステスト含む)

教師の英語力・指導力言語活動 ALTの参画 ICTの活用
（AIを除く）

校種間連携 その他AIの活用

こちらのシートには「高等学校

外国語教育（小中高連携

を含む）」に関する英語教育

改善プランを記載してください。

②③❶❷❸発信型英語教育拠点校事業(小中高連携の視点からの授業改善)

小・中・高での指導の系統性をより一層高めるため、３校の拠点校を中心に
地域の小・中学校（研究協力校）との共同研究を行う。各校の取組は公開
授業研究会等で広く発信するとともに、県内の学校が活用できる成果物の作成
に引き続き取り組む。（参考URL：発信型英語教育拠点校事業）

①❶❷❸Teacher’s Empowerment Project（教員研修の充実）
言語活動中心の学習過程をさらに改善・充実させるため、総合教育センター

との連携を密にし、教員研修を実施する。
【研修内容】
・ 教師からのフィードバックに焦点を当て、生徒の学習過程を改善・充実させるた

めの実践的な講義・ワークショップを行う。
・ レベル別のグループ分け（B１を目指す層・A２を目指す層）によるマイクロ

ティーチングを研修の中で行う（様々な校種の先生方がグループに入り、協
働で課題解決を行えるよう工夫する）。

❶❸英検IBAの活用（客観的データに基づいた授業改善）

生徒の英語力を客観的に把握して授業改善に生かすため、全県立高校２
年生が英検IBAを受験する（令和８年度は３か年計画の２年目）。
【生徒】具体的目標設定と学習の自己調整に生かす。
【教師】生徒の力を客観的に把握し、実情と課題を踏まえて授業改善を図る。
【県】本県の英語教育の課題を捉えて教員研修の充実に生かす。

✓ ✓ ✓ ✓ ✓

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/koukyou/kyo-eigo.html


目標達成状況一覧表 令和8年度様式 （様式２）

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

50 39.6 50 48.9 53 47.8 57 60

20 15.5 20 20.6 23 20.1 27 30

50 46.6 55 50.8 60 65 70

50 51.9 55 49.2 60 65 70

設定（％） 100 100 100 100 100 100

公表（％） 100 57 100 100 100 100

達成状況の把握（％） 100 55.8 100 100 100 100

75 63.1 75 66.7 78 66.5 82 85

50 35.7 50 32.3 55 33.8 60 65

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

50 43.1 50 44.9 50 44.1 50 50

100 62.5 80 90 100 100

100 85.8 100 100 100 100

設定（％） 100 96.9 100 100 100 100

公表（％） 90 56.6 90 100 100 100

達成状況の把握（％） 100 76.7 90 100 100 100

50 39.9 50 36.5 50 48.1 50 50

100 48.8 80 90 100 100

校種 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値 目標値 達成値

設定（％） 100 65.5 80 90 100 100

公表（％） 90 37.9 80 90 100 100

達成状況の把握（％） 100 53.4 80 90 100 100

宮城県教育委員会

高
等
学
校

2023 2024 2025 2026 2027

①CEFR A2レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

2026 2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

①CEFR B1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

小
学
校

「CAN-DOリスト」形式による学習到達
目標の整備状況

中
学
校

2023 2024 2025

①CEFR A1レベル相当以上の英語力を有する生徒の割合（％）

②授業における、生徒の英語による言語活動の割合（％）

③スピーキングテストとライティングテストの両方を実施した学校の割合（％）

2027

④「CAN-DOリスト」形式による学習到
達目標の整備状況

2023 2024 2025 2026

⑤CEFR B2レベル相当以上の英語力を有する英語担当教員の割合（％）

⑥英語担当教員が授業における発話の半分以上を英語で行っている割合（％）

指標内容

指標内容

指標内容


	（様式１）英語教育改善プラン（宮城県教育委員会）
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3

	（様式２_修正）目標達成状況一覧表（令和８年度様式）【宮城県教育委員会】

